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Fl本電に電話公社今村電話砧こ納入した容量800実装200同線のクロスバ電話交換装置の概要につい

て述べている二

木装置はさきに｢汁画された第2秤クロスバ電話交換装置の人幅な経済化を｢=杓とL,さらにいっそう

の高性能化をめざした設計プJ■針で進められ,新しい回路と新Lい部品の本格的採用により-一成の目的ほ

適せられたと考えられる｡

1.緒 言

クーブスバ式l'l動交換機のわが[郎こおけるここ数年問の

矧11化の妃どりほ陛F†すべきものがあるこ〉 口立製作所に

おいてほさきにわが国最初のクロスバ式月動交換機を製

作納入した経験により(1)日 話公杵より第2瞳ク

ロスバ交換装fFヱの製作を命ぜられ昭和31年3月に三重

県香良州局に納入したぐ2＼これらはいずれもまだ先駆的

製品であって,その後これらをもとにし,より経済的で

かつ将来にわたる弓霊i1年方式として使用しうるような装置

の設計ならびに製造の努力が日本竜一r‡電話公祉御指導の

もとにあ封ナられた.⊃

昭和33年3月日本電†⊥手電話公社り村J.Jに納入された

200回線艮髄のC2形日動交換装;賢がその成果の一例で

ある【〉C2形甘粕交換装㌍ほ市内従局および~Ij了外帯域性

上の浦風とLて佗川され100乃至800州税の容呈をイj■

L■,構成はクロスバスイッチ2段接続フレームの完全共

通拙御方式をとり,また回路 ♪としてほワイヤスプリ

ング形リレー,リードリレー,クロスバスイッチ,抵抗,

コンデンサ,整流器および線輪などすべてクロスバ交換

機用として新しく設計されたものが使用されている｡

これらの回路素子は美装上きわめて合理化された根付

穴を有するC形取付鉄板に取り付けられ,さらにこの取

付鉄板は,軽を宗:でしかも防塵の完全なC形装置架に実装

されている｡

また,布 はサーフェスワイヤリングを採川し,心線

接続方法としてほ最近米l二郎こおいて広く使用づれてきて

いる無半田･巻付法を採用し,接続工数の

屑による陣門の†好止につとぎ)ているL:

化と半山

*
日立製作所戸塚工場

警*

2.中 継 方 式

2.1概 要

A形従Hとして使用された場合の小継力式図ほ,第1

図に示すとおりである｡

一線･こC2形としてほ,親局ほA形またほH形の日動

局とL,将来はクロスバ局も考慮Lているし二.

番り･方式ほ閉餅番け方式であるため,親占二,iの粕定レべ

ルを厚有する｡ よび親局がSxSカ式のため呼

Jl†音速日時問の遅れを少なくする点を考慮してセンダを

佐川しない切梓方式を採川している｡

切替方式であるため発信音接続でほ,レジスタがレジ

スタリンク絢_l_lでトランクを捕捉L,加入者のダイヤル

を計数蓄精すると同時に親抑こもダイヤルパルスを送

り上がイヤル数字がi]局I月呼であるときは,親=トレーソ

が切断され,また親局呼であるときは,レジスタが切断

されて親局斗レーンが加入者と接続されることになる｡

小継回線瀾戒としてほ迂回中継機能およ は緑酢

もたず,LたがってH卜｢-継国税ほ対親ノ.i)のみであり,

れは･一般用と公衆mに分離されている｡

人中継rL!1

こ

は市内入中継川,局内市外人中継用,調込

用および誹灘濯があり,両方向l‖1線ほ-一一般にほイj-しない

ものである〕

各機器数およびその算Ⅲ基準を次に述べる｡

2･1･1各睦機器数

C2形クロスバ交換装置は最大鋸0回線,絵呼量

2,000HCSまでの規模の局に適用されるものである

が,今回納入した今村局の加入

弟1表に示す｡

2.1.2 マーカ数 準偶

および各種機器数を

マーカ数ほマーカ捕捉の際の平均待合時間が50

msec以下となるように決定される｡マーカの保留時
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問ほ央際にほ一十定であるが,算

Hにあたっては保守川寺問分布を

指数分布に従うと仮定して算出

したものが安全率が大となるの

で,この条作のモリナ式によっ

て算J†lされる､二.

加入者致200,1加入者あたり

の発着仲平ii呈:3HCS程度でほ,

マーカ1個で十分この条作を溝

足するものであるが,障;与

備えて2偶のマーカが備えられ

ている.こ.マーカの平均保留時間

は350msecである｡

2.1.3 レジスタ数算Jll基準

レジスタに対する接続は待合

方式であるか,C2形クロスバ

交換装閏では,同一レジスタが

発f.て肯接紋および人中継接続に

佐川され,ことに入中継接続の

場合はミニマムポーズの条件よ

り許厚相合時間ほ長くとれず,

待合効米ほ非′附こ小さくなるた

め,即時式アーラン呼抗率式で

呼寸`廿率1/1,000の条作より求め

られるしニノ

参考までに弟2表に各接続の

レジスタ保留時間を示すト

2.1.4 トランク数算｢lり占準

各トランク数ほA形機需の算

州法と同様に,アーランの呼損

率式において呼損率1/100の条

件より求められるr_〕

2.2 フレーム構成

C2形としてはおのおの100圧-リ

練を収容できるフレーム8フレー

ムまで･jr能である｡

各フレームは6線切替式の1

Dクロスバスイッチの一次スイッ

チ,二次スイッチよりなる2段接

続構成で･次スイッチほ2個のク

ロスバスイッチよりなり,行スイ

ッチの水平路は5分割され香スイ

ッチの対応水判路を複式にして第

2図のごとく各水平路に16加入川

根を収容して8Vx16Hの裕子を

作る｡この一次スイッチのJll練ほ

2偶のクロスバスイッチの土■裾1:路
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第2匪lクロスバスイッチ接続図

でJOⅢ線あるがこれを複式結線して16リンクとL二次ス

イッチの水平路に収容する.｡二次スイッチの=摘泉ほフレ

ーム間で完全複式がとられ各程トランクおよびレジスタ

を収容する｡

2.3 加入者回線種別

単独加入回線,共同加入回線(2共同のみ).公衆電話

回線および代 あり4共同カ11入回線および着

信無料1しり線はもたない｡

2.4 番号方式

市内従局とLて使用されるときの番け方式は閉鎖番ぢ･

方式をとり,加入者番片は3数字とし,さらに局 別番号

1～3数字を起する.｡したがって臼局内通話の場合ほ局

集 シナ(~第3集〕 日立評論 別tl廿第27号

第3表Ⅰ′1局内特殊番号一覧表

サ ー ビ ス 帽 別

】-て】 相

識別番号を含めた加入者番けのダイヤルを,短距離心外

即時通話ほ"0"ダイヤルをイーfうー.

長距離~市外通話は親局DSA台経由にて接続される〕

キー寺殊番号は"11＼ノ"またほ"10＼"で一般に親局と同

一の番パー方式をとるが第3表の特番のムは円局内でサー

ビスを行う.〕

里独加入国硯に対しては行百位の00､59番片を与え

るが共同同線を収容しないときは60以__Lの~番号もとリ

共同加入回鰍･ま2共同加入のみとL,電話機ごとに爵

り･を付与するnumberperstation)j式とし各百位の,

E-rlは60､79,乙は80､99の許り-を与えている〕

公衆電話同線としてほ現J~tJの根1号式t'l動公衆電話機を

jりい自f.1)内,柑内および用布に【■i 接続がl一拍巨であり市

外通話はすべて"01"iこより DSA台へ収得し手動扱い

となっている.行ロー､との42と57(て)位相こ収群~可能であ

代表電訓~･~】偶主としては各百輝こ5回線代表3群まで収

容か可能でそれぞれ11,21,31,を代表番ヰとする

11､15

21-㌧25

31､35

の番片を与えている

2.5 保守運用上の条件

訂号膏およぴ~市外台の監視ランプほ親=の方式と同
一

こしてあるが,特にあき~番けへの着信ほ通知台に延長す

るかあき番号膏サービスを行うか,必要に止こい＼ずれも

~lけ能なようになっている_､

市外よりの苫伶l乎に対しては親J~Hiの場合と取り扱いが

什一であり,また割込接続は従局刷の'･#用ジャックミ･･こて

子~fう.

料金不払加入二掛こ対する発†ぶ阜止はMDFで行う方法

がとられ,また監査ほいっさい行っていないが,各種接

続呼数,話中遭遇呼数,障告遭遇呼儲,そのほかの呼数

測定および1､ランク,レジスタの呼量測定を行いうるよ

う考慮がなされている√｡

また無駐在局として使用される場合は障肖転送を行う

ことができる.J転送ほ大分類と′ト分 に分割されてなさ

れるが同時に2掩以上の障告が発′巨した場合は大分類,

ついで小分類の優先順位の高いものが選円転送される｡

本装置においてほ大分
,小分 ,歳大それぞれ8個



C2 形ク ロ ス

遥≡さ路

制御線

6ど 話 交 換 装 置 に つ い て

発/書名が公家刀

碍合烏C都

l

+l

1斤-ライン㌧↓~

エ〃ご･ラインマ一刀

コスブタ

.r･ご･つL/-⊥=スアブ
〃･マ一刀

斤′リC,レンスタマー｢
ニスグク

斤･しシスタ

ノギこ･レンスク■.ンク
ござ-±トランフ

第3図 発信 音接続系統図

およぴ2個転送可能である.｡

冊寺にこの障害転送線を利用Lて親局から障害転送国

記録装置

障害記

こ

｣
｢
ノ行使臓吋 ともできる｡

装揮ほマーカが障胃に遭遇すると,マーカか

ら捕捉され6単位局内受信質札機を利川して障害の状態

を記 する

試験としては[洞内における各種指定接続試験,度数

計.試験のほかに親局において試験台からの加入者試験お

よび日動応答トランクを使う入接続試験を行うことがで

きる.J

3.接続動作概要

苓掩接続の樟類としては発信音接続,日局内接続,共

卜掴日互接続,警察潮防トランク接続,山接続,入接続,

割込接続,あき香り▲および試験接続などがあり以~Fにそ

の概要を ベるい

3.1発信音接続(第3図)

従ん拍l入省が送受揖をあげ呼を発すると,ラインリレ

ーの動作によりラインマーカコネクタ経由でマーカが起

動さズーtる｡マーカは発呼加入者の識別,あきレジスタの

選択および一次スイッチと二次スイッチを結ぶあきジャ

のタクン テって,クロスバスイッチを動作させ,

発呼加入者をあきレジスタに接続する..発呼加入者とレ

ジスタとの接続を完了するとマーカは発呼加入者番号を

レジスタマーカコネクタ経由でレジスタに送り込み復旧

する｡

レジスタはマーカから受け取った発呼加入者番号を記

憶するとともに,レジスタリンク回路を起動し,レジス

タリンクを介して出1､ランクを捕捉する｡

出トランクが捕捉されるとレジスタほ発呼加入者にダ

イヤル音を送Jjjする｡

3.2 自局内接続(第4図)

発信音接続についで発呼加入者がダイヤルを行うと,

〃サ白馬内

トランク

7甘r･トランクつロ･ソク

コスブタ

第J図 臼J.1内 幸荘続 系統 岡

レジスタは,そのダイヤルインパルスを親局へ送～~llする

とともに計数し,ダイヤル首をとめ,その第1数字(第2

数字,第3数字と組み合せる必要がある場合もある)で自

局内呼であるかどうかを識別する｡｢l局内呼であればレ

ジスタリンクを復旧させ出トランクを切り離す｡その後

被呼加入者の百位,十位,単位の数字の計数蓄積を行う｡

発呼加l入老がダイヤルを終了すると.レジスタほマー

カを起動し,被呼加入者番片と白局内呼の表ホをマーカ

に送り込れマーカはレジスタから受け取った被呼加入

者番号に従って,被呼加入 の話中試験せ行い,あいて

おれば一次スイッチと二次スイッチを紆ふジャンクタ,

あき臼局内トランクの選択を行いクロスバスイッチを動

作させて,被呼加入者と臼J∴州トランクとをクロスノミス

イッチを介して接続する｡ニれで被呼者側の通話路が完

成する二,この接続が完~rしたことを碇言息Lて,あらたに

発呼加入者番号をレジスタから受け,これによりすでに

発fr言古接続のときレジスタに接続されて使用されている

ジャンクタを識別し,二次スイッチを動作させて発呼加

入者と自局内トランクとを接続するL｡これが完了すると

マーカほレジスタとともに復旧するっ

これで

被呼加入者--一次スイッチー∴次スイ､ソテー自局内ト

ランクーニ次スイッチーーーー･次スイッチーーー一発呼加入者

なる接続路が完成し†■_抹↓内トランクから被呼加入者に

ほ呼侶信け,発呼加入者にほ呼=古を送J~1_ける｡被呼加

入者が送受器をあげて応答すれば全通詣路が完成し呼出

信号,呼出音は停止する｡

3.3 共同相互接続(舞5図)

発†iキー打撲綻についで発呼加入者が番け"112"をダイヤ

ルすると,レジスタはそのダイヤルインパルスを親后抽こ

送旧するとともに,計数蓄積を行い,また 1数十で特

殊番ぢ･であることを識別するし

第3数字で日局l坪特殊接続呼であることを知り,レジ

スタリンクを復旧させ=トランクを切り離すく｡

続いてレジスタほマーカを 勤して特殊接絞の表示と

第3数字とをマーカに送り込む.｡-マーカはそれらによっ
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第5図 共 同 相 互 接続 系 統 図

て共同相互援凝であることを知り,あき共同相互トラン

クの選択と,すでに発H晋接統のときレジス釘に接続さ

オtて使用されているジャンクタの識別を行い,二次スイ

ッチを動作させて,発呼加入者と共同相互トランクとの

問を技能する｡ついでマーカはレジスタとともに視旧す

る｡.

ここで発呼加入者が送受器をおろすと,共同相互トラ

ンクから呼Jl佑用･が発呼被呼両加入者に送料され,被呼

加入者が送受器をあげ応答すれば呼Jl｣信号ほとまり,発

呼加入者は被呼加入者が応答したことを知りうる.ゝ

すなわちここで発呼加入者が何度送受器をあげれば,

発呼および被呼加入者一一次スイッチーニ次スイッチ

ー共同相互トランク

なる接続路が完成する｡

通訴が終了して両加入者が送受器をおろせば全回路は

子夏旧する.=､

3.4 警察,消防トランク接続(第る図)

発信者接続についで発呼加入者が番号"119''(消防の

場合)またほ"110"(警察の場合)をダイヤルすると,レ

ジスタはそのダイヤルインパルスを親局に送‖するとと

もに,計数蓄積を行い,また第1数字で特殊番シユ･である

ことを識別する｡第3数!~チエで白局内特殊接続呼であるこ

とを知りレジスタリンクを復旧させ仕=､ランクを切り離

す｡,

続いてレジスタはマーカを起動して特殊接綻の表示と

第3数字とをマーカに送り込む｡マーカほそれらによっ

て警察トランクまたほ消防トランク接続呼であることを

知り,あき特殊トランクの選択とすでに発信音接続のと

きレジスタに接続されて使川されているジャンクタの識

別を行い,二次スイッチを動作させて発呼加入者と特殊

トランクとの問を接続する｡

ついでマーカはレジスタとともに復旧する｡二特殊トラ

ンクの=線ほ直接警察(またほ消防)電話機に接続されて

二転り,したがって

発呼加1入老【一一次スイッチーニ次スイッチ仙特殊トラ

ンクー警察(または消防)電話機

なる接続路が完成し特殊トランクから警察(またほ消

警棄またはラ≠那万

電詣機

〃γ婚期トランク

第6図 警察,消防トランク接続系統図

防)電話機へ呼‖H.;り･,発呼加入者には呼‖=キを送Jlけ

る(こ被呼側で応答すれば全通詣路が完成し呼川fr-‡ンう･,呼

J_1i吉ほ停止する

復旧制御は被呼側にて行われ発呼加入者が送受器をお

ろしても,この特殊トランクほ被呼側で保持され,また

必要があれば被呼側で冊乎電鍵を倒入することにより,

特殊1､ランクから発呼加入者に呼Jllf.

ができるし-

3.5 出 接 続(第7図)

とこけ

発信古接続についで発呼加入者がダイヤルを行うとレ

ジスタはそのダイヤルインパルスを親行.)へ送Jllするとと

もに計数し,ダイヤル香をとめ,その第1数字(第2数字,

第3数字の場合もある)で才一い擁継呼であるかどうかを識

別する｡

山中淋呼であればレジスタはただちにマーカを起動し

山中鮮呼の表示と発呼加入者番ぺ･をマーカに送り込む｡

マーカほレジスタからの表示を受け取ると発信音接続

のときレジスタに接続されて便Jl~はれているジャンクタ

を識別し,二次スイッチを動作させて発呼加入者とf-!け

ランクとを接続する二｣

第7図 山 接 続 系 統 図
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これが完了するとマーカほレジスタとともに復旧す

るっ

発呼加入者のダイヤルインパルスはマーカが動作して

いる間はレジスタで-~t-1継されレジスタリンク 由で送ら

れているが,マーカの動作終了後は新しくできた通話回

路を経山して親局へ送=される.｡

すなわち故終的にほ

発呼加入者-一一次スイッチーニ次スイッチー出トラン

クー親局装隈

なる接綻路が完成する｡.

本川斗ランクほ描域度臥温乱~riのメータパルスの中継

を行うことができる.｡,

通話が終了Lて発呼加入者が送受端せおろせは全国路

ほ復旧する｡

3.る 入 接 続

3.6.1市内入接綻(第8図)

市内人トランクは親局から拙捉されるとレジスタリ

ンク回路を 動L,レジスタリンクを介してあきレジ

スタと接続されるし

レジスタは親J:-)から送られてくる百位,十位,単位

のダイヤルインパルスを計数蓋葡する｡親局の発呼加

入者のダイヤルが終/するとレジスタほマーカを起動

し,入接続の表示と被呼加入者香り一をマーカに送り込

む..マーカほレジスタからの表示を受けとると被呼加

入者の詔■-一山軋険を行い,あいておれば･一一次スイッチと

二次スイッチを糾ぶジャンクダを選択し,クロスバス

イッチを動作させて被呼加入者と市内人トランクとを

接続する､〕

これで

親局発呼加入者一蹴局装置一石内入トランクーニ次

スイッチーー次スイッチー被呼加入者

なる接続路が完成し~11i内入トランクから被呼加入者

には呼‖拓‡り･,発呼加入者iこほ呼朴告を送出する.〕被

呼加入者が送受器をあげて応答すれば全通訴路は完成

第8図 ~市 内 入接続系統図

第9図 市 外入桜紙 系統 図

し呼出信烏▲,呼Jl情は仲止する｡

通話が終了し,発呼加入者が送受旨詩をおろせば全1[il

路は復旧する｡

3.6.2 市外入接続(第9図)

親局の発呼加入者(この場合は市外台の扱者)のダイ

ヤルが終了すると,レジスタほマーカを起動して入接

続の表ホと被呼加入者番けをマーカに送り込むまでほ

(1)項の市内入接続の場合とまったく同様である｡

マーカほレジスタからの ホを受けとると被呼加入

老の話中試験を行い,あいておれば一次スイッチと二

次スイッチを結ぷジャンクタを選択しクロスバスイッ

チを動作させて被呼加入者と市内入トランクとを接続

する..〕

の際親 市外台の扱者からの呼であることを知

る｡

これで

親局市外台扱者-一親局装置一市外入トランクーニ次

スイッチーーーー次スイッチー被呼加入者

なる接続路が完成する｡

被呼加入者への信一弓･送仁一11ほすべて扱者によって制御

される.｡すなわち扱者が信号電鍵食倒すとほじめて,

被呼加入者にほ呼出信号,発呼加入者にほ呼fll音を送

出する｡

被呼加入者が送受器せあげて応答すれば全通詣路は

完成し呼出H号,呼汁一昔は停止するr〕被呼加入者が応

答すると被呼加入者と扱者との聞の通話路が完成し呼

出信号,呼川音は停止する｡復旧制御は扱者により行

われ被呼加入者が送受器をおろしても,トランクは復

旧せず,また必要あれば信号電鍵を再度倒すことによ

り被呼加入者に呼出信号を送目することができる｡

被呼加入者が話中のときは市外入トランクは扱者に

話中音を送出するとともに,市外台のランプを1分間

60回の速さで点滅させる｡

また被呼加入者話中以外で被呼加入者との接続が不
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第101ヌ1割 込 入接続 系統【ズ†

能の場合は.市外入トランクほ扱者に話中音のみを送

出するし

3･7 割込入接続(弟】0図)

一前項の市外入接続の場合,被呼加入者が話中のときは

割込接続を行って,通話中の被呼加入者に市外呼がある

ことを通知する必賛がある｡このための接続で割込入ト

ランクが親局から捕捉されるとレジスタリンク回路を起

動してレジスタリンクを介してあきレジスタと接続され

るL｡

レジスタほ親局から送られてくる百位,十位,単位の

ダイヤルインパルスを計数蓄積する｡親局の市外台扱者

の割込接続のためのダイヤルが終了すると,レジスタほ

マーカを起動し入接続の表ホと被呼加入者番号をマーカ

に送り込む｡

マーカはレジスタからの表示を受けとると被呼加入者

の話中を確認し,さらに割込接続であることを知って,

そのとき被呼カ｣1入省が使用しているジャンクタを識別し

て二次スイッチを動作させ

親局市外台扱者､･親局装置一割込入トランクーニ次ス

イッチーー次スイッチー被呼加入者

なる接続路を完成する.｡この接続路が完成すると市外

台のランプが点火する｡

扱者が被呼加入者に市外呼のあるむねを告け,被呼加

入者らが送受器をおろして接続路が開放されると■ポ外台

のランプが減火し,被呼加入者が送受 をおろしたこと

を市外台で知りうる｡

扱者がプラグを抜けば全回路は復旧する｡したがって

扱者ほあらためて市外台から市外入トランク経由で操作

を行って,所望の被呼加入者と市外呼とを接続させるこ

とができる｡

3.8 あき番号接続

3･8･1発信音接続の場合(弟】l図)

発信音接続についでダイヤルされた発呼加入者のダ

イヤル番号があき番号のときはマーカほレジスタから

送り込まれてきた番号によってあき番号ダイヤルが行

誓∃.ご

き■i_≒

日立評論別冊第27号

β

嗣
ノ17ノブ7

†
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r【′-
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第11図 あき番号接続(発信音接続時)系統図

われたことを知り,目局内接続の場合と同様にあき自

局内トランクの選択を行う｡一方あき番号を識別する

こと己･こよって,あらかじめ定められたラインリンクフ

レームの特定の加入者位置に収容されているあき番号

トランクを選択してクロスバスイッチを介してあき番

号トランクと白局内トランクを接続し,この接続の完

了Lたことを確認して,さらに白局内トランクと発呼

加入者とを接続することにより

発呼加入者一一次スイッチーニ次スイッチ1日局内

トランクーニ次スイッチーー次スイッチーーあき番号ト

ラン′ク

なる接続路を完成する.

これで発呼加入者ほあき番号トランクから送出され

るあき番号音を聞く｡

また特に親局の通知台に延長するようあき番号トラ

ンクが設備されておれば,あき番号斗ランクからあき

番号音は送出されず,親局通知台扱者が応答してあき

番号であるむねを口頭で発呼加入者に伝えることにな

る｡

3･乱2 入接続の場合(弟12図)

入接続においてレジスタに送り込まれたダイヤル番

号があき番号のときほ,マーカはレジスタから送り込

まれてきた番号によって,あき番号ダイヤルが行われ

たことを知り,あらかじめ定められたラインリンクフ

第12図 あき番号接続(入接続時)系統図
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者は所望の加入者にそのまま呼J｣__汀岩音を 別して呼Ⅲし

PJ〟

fr

l†

第13図 式駅 入接 続 系 統 図

レームの特定の加入一都､ヒ細こ収容されているあき番月

トランクを選択して,クロスバスイッチを介Lて人ト

ランクに接続することにより

親局装置卜入1､ランクーニ次スイ､ソチーー次スイ､･′

チーあき番り一トランク

なる接続路が完成するご.

以後ほあき番片吾が送Jllされるか,親J.--)通知子｢に延

長されるかば3.8.1の場合とまったく同様でふる

3.9 験入接続(第13図)

親局試験台まり詞灘人トランクが捕捉されるとレジス

タリンク回路を起動L,レジスタリンクを介Lてあきレ

ジスタと接続される1レジス列よ親局諷換台から送られ

てくる百位,十位,削､hりダイヤルインノしルスを計数蓄

積する｡

試験者がダイヤルを完了すると,レジスタはマーカを

起動し入接続の表ホと被呼加入者番り一をマーカに送り込

む｣

マーカはレジスタからの表示を受けると試験接続に牒

川する特定のジャンクタの.矧験を行い,ジャンクタがあ

きであれば対応の一次,二次クロスバスイッチを動作さ

せて被呼加入者と試験入トランクとを接続することによ

り

親局試験台r一親局装間一-･試験入1､ランクーニ次スイッ

チーー次スイッチH被試廟朝人者

なる接続路が完成する.｡

もLも所望の被 験加入者が話中ならばヤーカの指示

により試験入†ランクのリレーが動作して一紙験台の訴中

ランプが,1分間60回の速さで点滅し,試験者ほそれに

より被呼加入者が話中なることを知る_∴ この場合通詣路

もできているので,必要あれほ試験老ほ意を伝えること

ができる｡ 話中の両加入者が同意Lて送受器をおろ

し.接続路が開放されると試験台の話中ランプほ減火

し,接続路が開放されたことを 験者に知らせるく｡試験

各種試験を行いうる

試験が完了して試験者が7)ラグを抜き,復l口電鍵を瞬

時倒せば仝い-り路ほ復旧する∴

親J..iから行いうる武験は従来のA形式統合からの試験

の各項Rのすべてである机 BCO制御(BCO CONT)

およびハウラー送f†1の操作ほ若二l二異なっており,またこ

れらのために拍別憶考慮がなされている.

4.若干の問題点とその対策

ん1回路上の横能

この変換機の各種の制御回路i･ま,クロスバ交換機とし

ての各種のチェックや試験を行い得て,かつそれはきわ

めて少ないリレー数をもって雅美に に設

計されている.-Jそのほかのレジスタやトランクなどの行

娃の‥-†絡にもいろいろと努力が払われているので,その

すべてを紹介したいところであるが,紙数にも制限があ

るので,特に小形化され･たレジスタを主として紹介する.二

これほC針隠収付板2枚iこ失装されるはどの小さなも

のでありながら発†.‡レジスタにも,また対A形,対H形,

入レジスタにもなり得て,かつ故人6桁までのダイヤル

を処理できる機能を有Lている｡

4,2 加入者のフッキングによるレジスタの蓄積の

乱れの対策

今弟14図におし､てBAリレーがない場合について問

題となる点を述べるu

第14図はレジスタい_･l路の---･糀であり,Aリレーほ加

入者線路を通じて発呼加入 の電話機まで延長されてい

る(二

l句中 MEMORY CKT とあるのほ蓄積山路であり発

呼加入者に関する掃々の惜報および発呼加入者のダイヤ

ルに応じた情報の蓄積を行っている｡

ここで加入者がフッキングを行い,かつそのフッキン

グの時間の長さがちょうどBリレーが復旧して蓄楕国路

の-･部または全部は復旧するが保持電磁才子(HM)の復1日

とはならず,したがってAリレーの加入 憐までの

延長が続けられるようなものであったと仮定するJ

この状態でその後,さらに発呼加入者がダイヤルを続

ければレジスタは蓄積が乱れたままでマーカを起動L,

ためにマーカトラブルまたは誤按の原因となるノ

この対策として考えられたのが,弟14図の回路のB

Aリレーである｡このBAリL/-の接点がBリレーの回

路に入っているため,加入者のフッキングによってAリ

レーについでBリレーが復旧すると,もはや一度BAリ

レーが復旧するまでBリレーは再動作できない｡

したがってこのときほ蓄積回路は全部復旧するが保持

電磁石(HM)も必ずBAリレーが復旧するよりさきに復
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第15図
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日立評論別冊第27号

4･3 加入者のダイヤル誤操作によ

るレジスタの蓄積の乱れの対策

クロスバ恒1路のレジスタに使用され

ている十進法計数回路(3)のJlりJほ 2

0ut Of 5 の形式で与えるようになっ

ているが,パルスが11個以上続けて

きたときは,この20ut Of5 が破れ,

ために蓄積が乱れることになる｡

したがって以後の加入者ダイヤルに

より蓄積が乱れたままでマーカを起動

し,たゼ〕にマーカトラブルまたほ誤接の原因となる｡

一般に自動交換機川の電話機ダイヤルほインパルスほ

最大10個しか発生しないのであるが,ダイヤルを指止め

まで戻さずに続けて2回以上加入者がダイヤルを操作す

ることにより11個以上インパルスが発生することがあり

うる｡

この対 として考えられたのが第14図のRLリレー

の川路である〕インパルスか11傾きたとき十進法計数回

路ほPC,PDリレー鰍R,PEリレー動作という状態

になるのでRLリレーの動作回路ができ,RLリレーが

動作し,Aリレーの回路を一切ってレジスタを強制復旧さ

せる･⊃ したがって蓄積が乱れたままでマーカを起動する

ことはない｡この現象も従来は加入者
ごご朋-7†

rβ-♂ Cβ-β Cβ-β

第16図 C2形自動交換装置200国綿実装例

旧するため,Aリレーほ加入者電話機から完全に切り離

され,レジスタほ確実に復旧する｡ために蓄積が乱れた

ままでマーカを起動することはない｡

これは在来の各種交換機でほ加入者の問題であるとし

てあまり考慮されていなかったことである｡

(:♪-β

の誤F)であるとしてあまり考慮されて

いなかったが,これらの対策を行わぬ

とすると,加入者の誤操作によりマー

カを起動し不当に保留するとともにま

た障害記録を行い,保守者の判定を狂

わせろおそれもあるのでこれらの対策

をとったわけである.｡

4･4 ワイヤスプリングリレーの接

点試験

これは全般的市項であるがワイヤス

プリングリレーはそのポ称の示すよう

に接点バ 従がネ うに板バネでは

なく,ワイヤであり,そのコイル端子

もまた 面までつきぬけていてリレー

を表面から見てすべての試験が行える

ようになっている｡しかし可動バネは

ワイヤが細いため可動ワイヤで表面か

ら接点の試験をすることができない｡

そのため第15図に示してあるように

一般に固定バネを地気と反対側に接続する方法を

た｡

この~方法によって第15図のAリレーの位

用し

でAリレ

ーを手で動かして固定バネからa接点の接触の試験がで

きることになり表面からの試験が容易になっている｡
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第17凶 C2形日勤交換装置200回祝外観例

ケ｢フル引込□

置 に つ い て

第20図 ク ロ ス 繰 輸

に新しい袈機法を採州Lた｡その特長とするところほ次

のとおりである｢

(1)軽うーii二でしかも強度のある函形蛤置架を採用したた

め防脾に便利である｡また架はCD8装置架(高さ

2,735mm,幅956mm)の一位類に
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第18匡1C2昭イ=叫真挿巧=【ゲ〔200l･11線架配列例

第19図 CR j′･板

なおその後の調査により米巨;Ⅰウェスタンエレクトリッ

クも同様庖プバ去を採J~tJしていることがま)かった｡

5.装壊および使用部品

5.1装機概要

クロスバ回路より焚求される種々の条件を;ll11iたすため

入口

統一し.た｡

(2)すべて町機船部品ほ片面実装

であるため布線ほすべて裏面で行

われ布緑工事,保守点検が容易で

ある.｡

(3)取付板は幅を一定として製造

および取り付けに便ならしめてい

る｡

(4')イけ縦プブ法ほ人削分無二lミ出巻付

法を採押したた耳)二【二数の節減,半

田層などの障刊働止に役立ち部品

のスペースファクタの向上が得られている｡

(5)サーフェスワイヤリングを採川し布線1:子勘 保守

点検を容易にしている｡

(6)架間イけ線が可及的′J､なるよう機才紺;我が考慮され

ているっ

5.2 機器実装および架配列

機諾幸美装囲および外観l司の200い_場長装機の場合の一例

を第1d図および舞17図にホす.㌻ またこの暢ノ含の架配

第21図 MP蓄電器およびCR形火花消去器
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第22図 Ⅹ形巻線抵抗おエびDN形炭素

被膜同定択抗

第23図 金 属 流 器

列国の一例を穿=鋸司に宣す.㌻

なお実装図ならびに外観図にほあらわれていないが,

特に防塵上の考慮として軽合金製のカバーが架の両1鳳こ

取り付けられ,さらに水平仕切板,_職l■~川二切板ならびに

各架列の両端の側面保護板が川一法されている㌻

5.3 使用機器および部品

クロスバ交換機のい~哺乳方式上の要求をi【r■旨たすためと,

しい装機法を採用したことによる新しい要求のため多

数の い･､機器が使用された｡これらの増長としてほ特

に機器の実装ほ片面形とし,取付板の取り付けは50.1mm

を単位とし,また水､1′力い二■Jの取付間隔は13皿mを.準位と

して取り付けの基準寸法を定めて実装の合理化をⅠ･まかり

さらにサーフェスワイヤリングに適介するよう奴付面倒

に無半田接絞の可能な端子構造を広く考慮してある｡

主な使別機器はクロスバスイッチ,ワイヤスプリング

リレー,リードリレー,CR形端子板,EF形イf極リレ

ー,MT形熱リレー,クロスバ般輪,MP蓄電器,D形

電解蓄電器,CR形火花消去器,Ⅹ形巻線抵抗,DN形

炭素被膜固定抵抗,金属整流器,パリスタおよび抵抗ラ

ンプなどでその→例を第19～24図に示す｡

第24図 リ ー ド リ レ ー

緒

以上に20〔ト800いり緑程度の将

言

の標準となるべきク

ロスバ交換機について述べたが,公衆通信用変換機の本

来の使命である安価で確突という要求は一応i満足されて

いると考えられる.〔.しかしよりよいものを求めてさらに

いっそうの努力を綻ける所存である｡

なおこの交換機に関する要求は口木電信電話公社より

rIlされたものであり,また各組回路方式についても同社

技師長窒 査諌自動係および施設局機械課第3日動係の

方々に有益な御指導をいただき,また工法そのほかす

べてについて関連部門の方々にいろいろと御批判,御指

導をいただいた｡これらのクロスバ方式における先輩の

方々に厚く御礼申し上げるとともに今後の御指導御糎撞

をお願いする次第である｡
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